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衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
「
除
染
事
業
」
の
対
象
及
び
方
法
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
は
、
放
射
線
に
関
す
る
専
門
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
際
組

織
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
、
そ
の
勧
告
を
放
射
線
防
護
対
策
を
講
ず
る
上
で
の
基
礎
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
平
成
十
九
年
の
勧
告
等
に
お
い
て
は
、
放
射
線
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

疫
学
的
な
研
究
で
は
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
よ
り
高
い
線
量
で
は
が
ん
の
リ
ス
ク
の
可
能
性
が
高
く
な
る
と
さ
れ
る
が
、
お

よ
そ
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
の
線
量
で
は
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
発
事
故
の
収
束
及
び
再
発
防
止
担
当
大
臣
の
下
に
開
催
さ
れ
て
い
る
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
顧
問
会
議
の
下
で

開
催
さ
れ
た
、
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
低
線
量
被
ば
く
の
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
書

に
お
い
て
も
、
「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆
者
の
疫
学
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
被
ば
く
線
量
が
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

る
あ
た
り
か
ら
、
被
ば
く
線
量
に
依
存
し
て
発
が
ん
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
し
、
「
国
際
的

な
合
意
で
は
、
放
射
線
に
よ
る
発
が
ん
の
リ
ス
ク
は
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被
ば
く
線
量
で
は
、
他
の
要
因
に
よ
る

発
が
ん
の
影
響
に
よ
っ
て
隠
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
小
さ
い
た
め
、
放
射
線
に
よ
る
発
が
ん
リ
ス
ク
の
明
ら
か
な
増
加
を
証
明
す

一



る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
除
染
対
象
と
す
る
べ
き
汚
染
の
定
義
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十

三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
は
、
法
第
一
条
に
規
定
す
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
に
対
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
法
第
七
条
に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
方
針
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
閣
議
決
定
。
以
下
単

に
「
法
第
七
条
に
基
づ
く
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満

で
あ
る
地
域
」
に
つ
い
て
は
「
長
期
的
な
目
標
と
し
て
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
。
」

を
目
指
す
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
除
染
実
施
計
画
を
定
め
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の
区
域
の
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間

一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、

二



法
第
七
条
に
基
づ
く
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
勧
告
等
の
考
え
方
に
従
っ
て
策
定
し
た
「
今
後
の
避
難
解
除
、

復
興
に
向
け
た
放
射
線
防
護
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月
十
九
日
原
子
力
安
全
委
員
会

決
定
）
に
お
い
て
、
「
長
期
的
に
は
、
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
標
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
勧
告
に
お
い
て
は
、
事
故
収
束
後
の
状
況
に
お
い
て
、
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か

ら
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
を
、
事
態
の
対
処
に
際
し
て
政
府
が
参
考
と
す
べ
き
レ
ベ
ル
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
等
を

踏
ま
え
て
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
「
福
島
県
内
の
学
校
等
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け
る
暫
定
的
考
え
方
」

（
平
成
二
十
三
年
四
月
十
九
日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
策
定
。
以
下
「
暫
定
的
考
え
方
」
と
い
う
。
）
を
通
知
し
た
も
の
で

あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

三



「
福
島
県
内
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
が
学
校
等
に
お
い
て
受
け
る
線
量
低
減
に
向
け
た
当
面
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
平
成

二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
付
け
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
、
生
涯
学
習
政
策
局
、
初
等
中
等
教
育
局
、
高
等

教
育
局
、
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
事
務
連
絡
）
は
、
暫
定
的
考
え
方
で
示
し
た
「
今
後
で
き

る
限
り
、
児
童
生
徒
等
の
受
け
る
線
量
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
」
と
の
方
針
に
沿
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
度

は
、
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
等
が
受
け
る
線
量
に
つ
い
て
、
当
面
、
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
目
指
す
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
「
除
染
に
関
す
る
緊
急
実
施
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
決

定
。
以
下
「
緊
急
実
施
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
及
び
法
第
七
条
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
お
い
て
、
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、

追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
二
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
又
は
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
地
域
の
み
を
除
染
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
事
実
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

緊
急
実
施
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
法
第
七
条
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
「
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間

四



二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
あ
る
地
域
」
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
「
平
成
二
十
五
年
八
月
末
ま
で
に
、
一
般
公
衆
の
年
間

追
加
被
ば
く
線
量
を
平
成
二
十
三
年
八
月
末
と
比
べ
て
、
放
射
性
物
質
の
物
理
的
減
衰
等
を
含
め
て
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
減

少
し
た
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
。
」
及
び
「
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
学

校
、
公
園
な
ど
子
ど
も
の
生
活
環
境
を
優
先
的
に
除
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
二
十
五
年
八
月
末
ま
で
に
、
子
ど
も
の

年
間
追
加
被
ば
く
線
量
が
平
成
二
十
三
年
八
月
末
と
比
べ
て
、
放
射
性
物
質
の
物
理
的
減
衰
等
を
含
め
て
約
六
十
パ
ー
セ
ン

ト
減
少
し
た
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

除
染
事
業
は
、
除
染
技
術
に
関
す
る
様
々
な
知
見
、
経
験
、
除
染
の
効
果
の
検
証
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
す
る
長
期
的
な
目
標
を
達
成
す
べ

き
時
期
及
び
除
染
事
業
を
完
了
す
べ
き
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
内
閣
府
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
避
難
区
域
等

五



に
お
け
る
除
染
実
証
業
務
」
等
を
通
じ
て
除
染
技
術
に
関
す
る
様
々
な
知
見
等
を
蓄
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た

知
見
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
長
期
的
な
目
標
で
あ
る
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

内
閣
府
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
「
平
成
二
十
三
年
度
除
染
技
術
実
証
試
験
事
業
」
に
お
い
て
、
土
壌
の
分
級
及
び
化
学

処
理
技
術
、
道
路
等
の
洗
浄
及
び
研
削
技
術
、
が
れ
き
の
洗
浄
技
術
、
汚
染
水
の
処
理
技
術
並
び
に
森
林
・
木
材
の
洗
浄
等

技
術
に
つ
い
て
、
実
用
化
に
向
け
た
試
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
除
染
技
術
の
効
果
等
に
つ
い
て
は
、
試
験
中
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
判
明
し
て
い
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

環
境
大
臣
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
線
量
が
高
い
こ
と
等
か
ら
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
指
示
に
基

づ
き
立
入
り
を
制
限
し
て
い
る
地
域
等
を
、
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
除
染
特
別
地
域
と
し
て
指
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
当
該
地
域
と
し
て
指
定
し
た
区
域
を
含
む
市
町
村
は
、
福
島
県
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
楢
葉
町
、
富

岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
及
び
飯
舘
村
で
あ
る
。

六



ま
た
、
同
大
臣
は
、
同
日
、
そ
の
地
域
の
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と
な
る
地
域
（
除
染
特
別

地
域
を
除
く
。
）
を
、
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
と
し
て
指
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

当
該
地
域
と
し
て
指
定
し
た
区
域
を
含
む
市
町
村
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

岩
手
県

一
関
市
、
奥
州
市
及
び
平
泉
町

宮
城
県

石
巻
市
、
白
石
市
、
角
田
市
、
栗
原
市
、
七
ヶ
宿
町
、
大
河
原
町
、
丸
森
町
及
び
山
元
町

福
島
県

福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
白
河
市
、
須
賀
川
市
、
相
馬
市
、
二
本
松
市
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達

市
、
本
宮
市
、
桑
折
町
、
国
見
町
、
川
俣
町
、
大
玉
村
、
鏡
石
町
、
天
栄
村
、
会
津
坂
下
町
、
湯
川
村
、
三
島
町
、
昭
和
村
、

会
津
美
里
町
、
西
郷
村
、
泉
崎
村
、
中
島
村
、
矢
吹
町
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、
鮫
川
村
、
石
川
町
、
玉
川
村
、
平
田

村
、
浅
川
町
、
古
殿
町
、
三
春
町
、
小
野
町
、
広
野
町
、
川
内
村
及
び
新
地
町

茨
城
県

日
立
市
、
土
浦
市
、
龍
ケ
崎
市
、
常
総
市
、
常
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
取
手
市
、
牛
久
市
、
つ
く

ば
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
鹿
嶋
市
、
守
谷
市
、
稲
敷
市
、
鉾
田
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
東
海
村
、
美
浦
村
、
阿
見
町
及
び

利
根
町

栃
木
県

佐
野
市
、
鹿
沼
市
、
日
光
市
、
大
田
原
市
、
矢
板
市
、
那
須
塩
原
市
、
塩
谷
町
及
び
那
須
町七



群
馬
県

桐
生
市
、
沼
田
市
、
渋
川
市
、
安
中
市
、
み
ど
り
市
、
下
仁
田
町
、
中
之
条
町
、
高
山
村
、
東
吾
妻
町
、
片
品

村
、
川
場
村
及
び
み
な
か
み
町

埼
玉
県

三
郷
市
及
び
吉
川
市

千
葉
県

松
戸
市
、
野
田
市
、
佐
倉
市
、
柏
市
、
流
山
市
、
我
孫
子
市
、
鎌
ケ
谷
市
、
印
西
市
及
び
白
井
市

四
の
�
に
つ
い
て

法
に
基
づ
く
除
染
の
対
象
と
な
る
地
域
の
面
積
は
、
四
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
除
染
特
別
地
域
に
つ
い
て
は
、
法
第
二

十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
特
別
地
域
内
除
染
実
施
計
画
」
に
、
ま
た
、
四
の
�

に
つ
い
て
で
述
べ
た
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
等
が
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
除
染
実
施
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
明
確
に
お
示
し
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
に
内
閣
府
原
子
力
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー
ム
が
専
門
家
の
意
見
や
諸
外
国
の
知
見
等
を

踏
ま
え
て
策
定
し
た
「
除
染
技
術
カ
タ
ロ
グ
」
（
以
下
単
に
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
広
い
土
地
等
に
お

八



け
る
表
土
除
去
に
つ
い
て
、
「
表
面
か
ら
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
層
の
土
壌
を
除
去
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
化
が
図
ら
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
化

が
図
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
中
学
校
及
び
幼
稚
園
に
お
い
て
土
壌
を
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
剥
離
し
た
場
合
、

中
学
校
の
校
庭
の
平
均
空
間
線
量
率
が
、
地
表
か
ら
の
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
毎
時
二
・
五
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
か
ら
毎
時
〇
・
一
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
、
幼
稚
園
の
園
庭
の
平
均
空
間
線
量
率
が
、
地
表
か
ら
の
高
さ
が
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
毎
時
二
・
七
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
毎
時
〇
・
二
二
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
低
減
し
た
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

カ
タ
ロ
グ
や
、
カ
タ
ロ
グ
及
び
専
門
家
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日
に
環
境
省
が
策
定
し
た

「
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
は
、
汚
染
土
壌
の
除
染
方
法
と
し
て
、
表
土
除
去
以
外
に
土
地
表
面
の
被
覆
等
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
表
層
土
を
底
部

に
置
き
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
し
た
下
層
の
土
に
よ
り
被
覆
す
る
こ
と
で
、
埋
め
た
土
か
ら
放
射
線
を
遮
�
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

九



六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

特
に
線
量
が
高
い
地
域
に
お
け
る
除
染
の
手
法
や
汚
染
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
た

め
、
除
染
事
業
に
係
る
費
用
の
総
額
及
び
そ
の
内
訳
を
現
時
点
で
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
踏
ま
え
、
関
係
原
子
力
事
業
者
の
負
担
の
下
に
実
施
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

一
〇


